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２０１０年１月の予定

１月　７日（木）　⑦執行委員会（18:00～、高知城ホール３F）

１月　８日（金）　早朝宣伝（7:50～、県庁前）、旗開き（18:00～、高知城ホール４F）

１月１３日（水）～１４日（木）　全労連第４４回評議員会（東京）

１月１６日（土）～１７日（日）　全労連四国地区協・オルグ養成講座（愛媛）

１月２１日（木）　⑧執行委員会（18:00～、高知城ホール３F）

１月２３日（土）　労働共済第２９回臨時総会（東京）

１月２４日（日）　県労連第２４回中央委員会（10:00～、北部保健福祉センター大会議室）

～チェンジを本物にする年に～

組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
で

も
日
本
で
も
政
権
が
チ
ェ
ン
ジ
し
た
年
で
し
た
。

　
こ
の
チ
ェ
ン
ジ
を
生
み
だ
し
た
原
動
力
は
「
日
本
国
憲
法
ど
お
り
の
日
本
に
せ
よ
」
と
い
う
、

わ
れ
わ
れ
労
働
者
・
国
民
の
運
動
で
す
。
憲
法
二
五
条
ど
お
り
に
「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

営
む
」
た
め
に
は
、
最
低
賃
金
千
円
以
上
は
絶
対
に
必
要
で
す
。
九
条
ど
お
り
に
「
戦
争
の
放

棄
」
を
す
る
な
ら
ば
、
普
天
間
ど
こ
ろ
か
日
本
中
の
米
軍
基
地
と
自
衛
隊
は
い
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
九
九
条
に
よ
る
と
、
大
臣
・
国
会
議
員
・
す
べ
て
の
公
務
員
は
こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
た
し
か
に
チ
ェ
ン
ジ
の
芽
は
少
し
ず
つ
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
バ
マ
大
統
領
の
プ
ラ
ハ
演

説
以
降
、
世
界
は
核
廃
絶
に
動
き
出
し
、
五
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
を
む
か
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
民
主
連
立
政
権
は
子
ど
も
手
当
や
高
校
授
業
料
無
償
化
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
県
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
須
崎
労
連
が
再
ス
タ
ー
ト
し
、
新
組
合
も
誕
生
、
加
入
し
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
は
組
織
拡
大
月
間
に
八
〇
〇
人
の
峰
を
超
え
、
タ
ラ
バ
ガ
ニ
を
手
中
に
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
わ
が
高
知
県
労
連
に
お
き
ま
し
て
も
、
二
十
年
間
、
闘
い
の
先
頭
に
立
っ
て
こ

高
知
県
労
連

執
行
委
員
長
　
西
山
　
潤

ら
れ
た
高
橋
豊
房
さ
ん
か
ら
、
私
が
バ
ト
ン
を
受

け
継
ぎ
ま
し
た
。

　
今
年
は
チ
ェ
ン
ジ
を
本
物
に
す
る
年
で
す
。
虎

の
如
く
勇
敢
に
春
闘
を
闘
い
、
諸
要
求
を
実
現
し

労
働
争
議
に
勝
利
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に

は
参
議
院
選
挙
に
勝
利
し
、
憲
法
ど
お
り
の
日
本

を
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
と
も
に
頑
張
り
ぬ
く
こ
と
を
執
行
部
一
同
、
み

な
さ
ま
に
お
誓
い
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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一
年
を

      

振
り
返
る

一
月
十
一
日

大
月
町

「
学
校
統
廃
合
を
考

え
る
懇
談
会
」

一
月
九
日

旗
開
き
に
一
一
〇
名

雇
用
を
守
り
、

地
域

を
守
る
大
運
動
の
年

に
！

一
月
十
七
日

オ
ル
グ
養
成
講
座
開
催

実
践
講
座
で
相
談
員
に

一
月
二
五
日

第
二
三
回
中
央
委
員

会〇
九
春
闘
の
方
針
を
決

定

二
月
十
三
日

県
労
連
一
日
総
行
動

早
朝
宣
伝

・

申
し
入

れ
・
二
つ
の
集
会

二
月
二
十
日
～

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン深
刻
さ
ま
す
雇
用
情

勢〇
九
国
民
春
闘

三
月
二
五
日

エ
ー
ス
ワ
ン
裁
判
勝
利

判
決

高
知
地
裁
で
労
組
側
に

勝
利
判
決
！

三
月
四
日

高
知
カ
シ
オ
契
約
解
雇

問
題

雇
用
守
れ
と
宣
伝
、

行
政
行
動
を
展
開

五
月
一
日

第
八
〇
回
メ
ー
デ
ー

約
九
百
人
参
加
で
成

功六
月
十
八
日

最
低
賃
金
統
一
行
動

時
間
給
を
一
〇
〇
〇

円
以
上
に
！

六
月
二
〇
日

ア
ス
ベ
ス
ト
相
談
会

過
労
死
一
一
〇
番

九
月
十
三
日

第
二
十
二
回
定
期
大

会地
域
運
動
と
組
織
の
拡

大
を
目
指
し
て

二
月
十
六
日
～

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

地
域
再
生
・
若
者
雇

用
・
緊
急
雇
用
対
策

な
ど
で
要
請
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十
月
三
十
日

県
労
連
結
成
二
十
周

年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

懐
か
し
い
顔
が
ぞ
く
ぞ

く 十
月
二
六
日

医
労
連
ち
ひ
ろ
コ
ス
モ

ス
労
組
誕
生

未
組
織
職
場
に
組
合
を

十
一
月
十
九
日

県
民
大
集
会

・

デ
モ

行
進

新
し
い
未
来
へ
！

十
二
月
五
日

春
闘
討
論
集
会

二
〇
一
〇
年
春
闘
で
何
を
め
ざ
す

　 

～
田
口
書
記
長
に
聞
く
～

Ｑ
．
ま
ず
最
初
に
、二
〇
一
〇
年
春
闘
の

特
徴
は
？

Ａ
．
政
権
交
代
に
よ
っ
て
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
が
到
来
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
．
そ
の
前
提
と
な
る
情
勢
の
見
方
に
つ

い
て
は
？

Ａ
．
総
選
挙
の
結
果
は
、格
差
と
貧
困
を

も
た
ら
し
た
新
自
由
主
義
路
線
へ
の
審
判

で
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
推
進
者
の
自
民

党
、
公
明
党
は
退
場
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

が
、
新
自
由
主
義
の
政
策
そ
の
も
の
が
、

一
掃
さ
れ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
民
主
党
は
下
半
身
は「
生
活
者
主
義
」、

し
か
し
上
半
身
は
「
新
自
由
主
義
」
の
思

考
が
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
運
動
を
し
て

い
け
ば
？

Ａ
．
国
民
の
支
持
は
当
然
「
生
活
者
主

義
」
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
要
求
実
現
の

根
拠
で
す
。私
た
ち
と
も「
生
活
者
主
義
」

で
は
基
本
的
に
同
じ
方
向
で
す
。
し
か

し
、公
務
員
の
削
減
や
公
共
事
業
問
題
で

は
、民
主
党
に
は
新
自
由
主
義
的
な
発
想

が
残
っ
て
い
ま
す
。「
ム
ダ
」を
省
く
と
称

し
て
、地
方
切
捨
て
に
つ
な
が
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
家
計
へ
の
直
接
支
援
は
、

財
源
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、「
消
費
税
」論
議

へ
の
入
り
口
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま

た
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
至
上
主
義
で
、
め

ざ
す
べ
き
日
本
の
将
来
像
、地
方
再
生

の
方
向
性
が
示
せ
て
い
ま
せ
ん
。そ
こ

で
運
動
側
に
は
め
ざ
す
べ
き
将
来
像
を

提
示
し
な
が
ら
、公
約
実
現
を
迫
り
つ

つ
も
「
知
恵
の
出
し
合
い
」
的
な
運
動

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

Ｑ
．
具
体
的
な
運
動
は
？

Ａ
．
春
闘
前
段
で
地
域
を
含
ん
だ
大
宣

伝
行
動
を
展
開
し
、二
つ
の
偏
見
の
一

掃
を
め
ざ
し
ま
す
。
一
つ
は
、
公
務
員

バ
ッ
シ
ン
グ
。公
務
員
の
賃
金
は
低
け

れ
ば
低
い
ほ
ど
良
い
、人
員
は
少
な
け

れ
ば
少
な
い
ほ
ど
良
い
と
い
う
世
論
を

変
え
ま
す
。地
域
を
支
え
る
公
務
サ
ー

ビ
ス
の
役
割
と
公
務
員
の
消
費
が
地
域

経
済
を
支
え
る
重
要
性
を
訴
え
ま
す
。

二
つ
目
は
、不
景
気
だ
か
ら
我
慢
が
大

切
、賃
金
が
下
が
っ
て
も
仕
方
が
な
い

と
い
う
偏
見
で
す
。
物
価
の
下
落
（
安

売
り
競
争
）、
雇
用
、
賃
金
の
「
デ
フ
レ

ス
パ
イ
ラ
ル
」に
陥
っ
て
い
ま
す
。「
我

慢
で
は
な
く
雇
用
を
守
り
、賃
上
げ
で

内
需
の
拡
大
を
」の
世
論
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。官
民
共
同
で
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
．
重
点
の
課
題
は
？

Ａ
．
雇
用
と
賃
金
の
底
支
え
で
す
。来

春
卒
業
の
高
校
生
、大
学
生
の
就
職
は

危
機
的
状
況
で
す
。政
策
委
員
会
を
年
内

に
開
催
し
、
よ
り
具
体
的
な
雇
用
政
策

（
県
、
労
働
局
へ
の
要
求
）
を
ま
と
め
ま

す
。賃
金
で
は
、最
賃
の
時
給
一
千
円
以

上
へ
の
引
き
上
げ
を
め
ざ
し
、民
主
党
に

公
約
実
現
を
迫
る
署
名
運
動
に
取
り
組

み
ま
す（
全
国
一
五
〇
万
筆
、県
内
一
万

筆
目
標
）。
ま
た
、
公
契
約
条
例
の
制
定

を
め
ざ
し
、自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
議
会

決
議
を
前
進
さ
せ
ま
す
。労
働
者
派
遣
法

の
抜
本
改
正
を
迫
り
ま
す
。

　
個
別
企
業
で
は
提
案
型
の
運
動
と

セ
ッ
ト
で
「
雇
用
も
賃
上
げ
も
」、
そ
し

て「
労
使
の
共
同
で
前
向
き
」の
経
営
を

め
ざ
し
ま
す
。

Ｑ
．
最
後
に
、組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
？

Ａ
．
ま
ず
、組
合
幹
部
が「
組
合
員
が
減

る
の
は
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
「
宿
命
」

論
を
払
拭
す
る
こ
と
で
す
。県
労
連
へ
の

労
働
相
談
は
年
間
三
〇
〇
件
。雇
用
不
安

の
中
、労
働
組
合
へ
の
期
待
と
要
求
は
あ

り
ま
す
。そ
れ
を
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
る

発
想
と
情
熱
、気
概
が
必
要
で
す
。秋
の

拡
大
月
間
は
年
金
者
組
合
の
八
〇
〇
名

突
破
、
医
労
連
・
ち
ひ
ろ
コ
ス
モ
ス
、
自

治
労
連
・
ソ
ニ
ア
の
組
合
結
成
な
ど
、可

能
性
を
示
し
ま
し
た
。三
～
五
月
の
拡
大

月
間
で
飛
躍
を
作
り
出
し
ま
す
。
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午
前
十
時
～

高
知
市
塩
田
町
一
八-

一
〇

高
知
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
階
大
会
議
室

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

と
、
今
年
の
抱
負
、
組
合

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

記
入
の
上
、
県
労
連
書
記

局
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　
抽
選
で
３
名
様
に
図
書

券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ

メ
ー
ル
）

　
締
め
切
り
は
毎
月
５
日

に
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
 

　 
 

チ
ャ
レ
ン
ジ

《
応
募
方
法
》

中
央
委
員
会

一
月
二
五
日

《
日
時
》

新
春
・
旗
開
き

《
日
時
》

一
月
八
日

午
後
十
八
時
～

高
知
城
ホ
ー
ル
四
階

  

自
公
政
治
に
国
民
が
ノ
ー
を

突
き
つ
け,

政
権
交
代
が
実
現

し
ま
し
た
。
新
政
府
に
替
わ
り

初
の
旗
開
き
。
新
し
い
年
の
幕

開
け
を
大
い
に
祝
い
、
運
動
の

力
に
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

様
々
な
企
画
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　
カ
ギ
を
解
き
、二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き

る
言
葉
は
何
？

〔
タ
テ
の
キ
ー
〕 

①
泳
ぐ
人
。

第
一
　
　
　 

②
野
球
で
安
打
、

〔ヨコのキー〕

①ビールのつま

みに最適 ⑤店舗

　　　につき新

住所のお知らせ

１２ ３ ４

６５

７ ８

９

１０

犠
打
な
ど
で
入
っ
た
得
点
。

王  

③
　
　
　
に
咲
い
た
花
④
広
葉

樹
の
対 

⑥
議
長
、○
○
あ
り 
⑧
在

庫
　
　
　
。
腐
敗
　
　
　 

⑩
落
語

の
○
○ 

⑫
十
二
支
の
第
二

⑥○○に陽に ⑦深

海に生息する魚

⑨○○でもどこで

も ⑪答辞の対 ⑬

負け投手の逆

１１ １２

１３

　
寅
年
の
女
性
に
は
活
発

な
女
性
が
多
い
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
女
性
の
代

表
、
土
佐
町
役
場
の
川
田

奈
美
さ
ん
に
今
年
の
抱
負

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
二
〇
一
〇
年
は
、五
月
に
国
連
で
行
わ
れ
る

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
行

動
へ
の
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。核
兵
器
廃

絶
を
め
ざ
す
運
動
は
今
、大
き
な
変
化
を
見
せ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
の
行
動

に
参
加
で
き
る
こ
と
は
、私
に
と
っ
て
大
き
な

ス
テ
ッ
プ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
平
和
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か･･･

考
え
て
行
動
で
き
る
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 今

年
の
年
女

組
合
ソ
ニ
ア
誕
生
！

　
佐
川
町
、
越
知
町
、
仁
淀
川
町
で
出
資
す
る
株
式
会
社
「
ソ
ニ
ア
」
に
高
知
自
治

労
連
の
組
合
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　　
十
二
月
十
二
日
、組
合
説
明
会
に
集
ま
っ
た
ソ
ニ
ア
の
若
者
た
ち
の
表
情
に
は
不

安
と
必
死
さ
が
満
ち
て
い
ま
し
た
。何
故
組
合
に
結
集
す
る
の
か
、何
の
た
め
に
組

合
を
作
る
の
か
、説
明
を
聞
き
、疑
問
を
出
し
な
が
ら
討
議
し
て
い
き
ま
し
た
。そ

し
て
、三
五
名
全
員
が
組
合
を
作
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
委
員
長
に
川
村
典
史
氏
、副
委
員
長
に
須
内
剛
生
氏
、書
記
長
に
松
本
秀
昭
氏
を

選
出
し
、高
知
自
治
労
連
と
佐
川
労
連
に
加
盟
す
る
こ
と
も
決
め
ま
し
た
。

　 

雇
用
不
安
の
解
消
、職
場
の
確
保
。そ
し
て
そ
の
た
め
に
も
ソ
ニ
ア
の
設
立
目

的
で
あ
る
「
山
の
保
全
」
や
「
産
業
振
興
」、「
若
者
雇
用
の
確
保
」
な
ど
の
役
割
が

果
た
せ
る
組
織
に
作
り
上
げ
て
行
き
た
い
、と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。ま
た
、民

間
の
製
材
会
社
や
森
林
組
合
と
競
合
す

る
の
で
は
な
く
、協
力
し
合
い
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
関
係
を
築
き
上
げ

て
行
き
た
い
と
思
い
は
広
が
り
ま
す
。

　 

十
五
日
に
は
ソ
ニ
ア
の
役
員
の
一

人
で
あ
る
吉
岡
珍
正
越
知
町
長
に
組
合

結
成
通
知
と
団
体
交
渉
の
申
し
込
み
、

要
求
書
を
手
渡
し
、ソ
ニ
ア
の
経
営
状

況
や
議
会
の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
報
告

を
求
め
ま
し
た
。

　 

吉
岡
町
長
は
「
ソ
ニ
ア
が
な
く
な

れ
ば
、高
知
の
森
林
事
業
は
だ
め
に
な

る
」と
存
続
へ
向
け
た
熱
意
を
語
り
ま

し
た
。

　
ソ
ニ
ア
の
経
営
を
こ
こ
ま
で
悪
化
さ

せ
て
き
た
原
因
と
責
任
を
明
ら
か
に
す

る
と
同
時
に
、住
民
の
支
持
が
得
ら
れ

る
事
業
を
再
構
築
す
る
た
め
に
ソ
ニ
ア

の
理
念
、
役
割
を
再

確
認
し
、
経
営
体
制

の
立
て
直
し
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

　 

団
体
交
渉
と
と
も

に
、
署
名
な
ど
の
住

民
運
動
の
展
開
も
考

え
て
い
ま
す
。

　 

結
成
に
は
当
初
か

ら
県
労
連
、
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
も
か
か

わ
っ
て
お
り
、
十
月

の
県
医
労
連
の
単
組

結
成
に
続
く
も
の
で

す
。


